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CRMを通じて企業理念の実現を目指す会社です
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総合CRMカンパニー



堀江勉 
・開発役員 CTO 
・SRE兼クラウド推進部部長 

・開発、インフラ構築、 
　運用まで

自己紹介

弊社SREはプロダクション運用以外に、 
お客様のインフラ構築・運用も行ったりしています



周辺の取り組み
うちでのこづち
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CRMツール「うちでのこづち」 とは 
各種分析・施策機能を備えたCRMツール
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パフォーマンス



• Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) 
あらゆるデータを入れておく貯めておく


• Amazon Athena 
Amazon S3のデータをクエリで分析


• Amazon QuickSight 
ビジュアライズ、SQLを記述しない、したくない用途


• 他社BIツール 

• Fluentd, Rclone, AWS Command Line Interface (AWS CLI)  
データの転送 Amazon S3や外部サーバーなどへ転送


• Docker,  MySQLに貯める 外部接続 

bash シェルでMySQLデータ抜き出し（複雑なクエリや複数のDBにまた
がる処理など） 

• Kibana, Grafana, Prometheus, NewRelic

データ収集周辺の技術スタック
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実例の紹介



実装周り

•Apache, Nginx のログ


•サービス独自のアクセスログ 
アプリ自体にログ出力機能を付加 
独自のログ収集のjavascript


•DBデータの抽出



アクセス系



出力例 1



出力例 2



出力例 3



DBデータ抽出系



出力例 1



出力例 2



QuickSightのデータセットの選択肢



結合例



活用事例
•ログイン回数 
利用がすすんでいるか（特にオンボーディング時）  
必ずしも多ければ良いではなく  
サービス特性に合わせて計測


•機能の利用統計


•サポートページ 
オンラインで疑問を解決できる状態にするためにどうするか  
フォローするために為に把握する  
ヒットしなかったキーワードを把握し  
ページの追加、単語の調整  
　↓ 
自己解決できる状態、問い合わせの削減



サービスの状態とユーザー利用状況

アクセスから多くの情報を得られる、 
サービスを運用しているのであれば必ず取得する


利用時間帯や曜日、デバイスから 
サービス特性は想定どおりか 
 
利用頻度や利用時間 
よくアクセスされる機能、使われていない機能は何か 
画面の分かりづらさがないか、手間がかかっていないか




施策実行状況とパフォーマンス・キャパシティプラン

お客様の活用が進んでいるか、 
エンドユーザー数は増えているか。  
価値貢献ができているのか。



データ可視化の4ステップ



観測可能なデータを 
価値に変える



目的を持つ、価値を問う

•データから何を得られるのか 

•どのようなインパクトがあるのか 

•自己満足でないか



まとめ
• データは捨てないで保存し備えておく。 

Amazon S3はリーズナブル、とりあえず保管しておく。


• Amazon Athenaで解析できるデータ形式でAmazon S3に保存する。 
サポートされる SerDes とデータ形式 
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/athena/latest/ug/supported-serdes.html


• 小さく試す、始める、作り込みすぎない、 
パーティション分ける、コスト最適化に取り組むのは 
データが増えて活用が進んでから。


• 価値が見えたらできる限り自動化。（トイルを増やさない） 
大事な取り組みのリソースに振れる状態にする。


• 無いものを見る、は意識して作らないと見れない。



最後に
カジュアル面談実施しております。 
ご興味あればお気軽にご連絡ください。


